
令和 5 年度 いじめの把握のためのアンケート調査結果について 

北海道帯広養護学校 

 

１ アンケート調査の実施期間 

 (1) 令和５年６月１日（木）から６月６日（火）まで 

(2) 指導グループ担当による聞き取り、または状況報告により実施 

 

２ アンケート調査の結果 

(1) 「嫌な思いをしたことがある」の回答数 

【小学部】  ４件 

【中学部】  ０件 

【高等部】  ３件 

 

(2) 上記(1)の項目の具体的内容（複数回答あり） 

【小学部】・仲間はずれや無視をされる。 

・軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたりする。 

・おもちゃを貸してくれない。 

・自分の椅子に座られる。 

【高等部】・軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたりする。 

         ・いたずらされる。 

     ・ぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする。 

     ・恥ずかしいことや危険なことをされたり、させられたりする。 

 

(3) 上記(1)の項目であると回答した児童生徒で「今も嫌な思いをしている」の回答数 

【小学部】  １件 

【高等部】  １件 

 

(4) 上記(3)の項目に回答した児童生徒への対応 

 指導グループ担当者へ児童生徒同士の関わりや様子について聞き取りを行った。 

【小学部】アンケートでは、「嫌な思いをしたことがある」と回答したが、指導グループでは、気にした様子も

なく、関わりながら仲良く生活している。 

【高等部】指導グループ内の生徒が癇癪を起こしてしまい、近くにいた当該生徒に被害があったことを今回の

アンケートで回答していた。普段は、良好な関係で生活している。 

 

(5) 「いじめ」の認知件数（上記のアンケート調査の結果より） 

【小学部】  ０件 

【中学部】  ０件 

【高等部】  ０件 

 

 


